
2020 年 3 月4 月 1 日

事業報告書

【将来性を有する競技者の発掘及び育成活動助成】

助成事業細目 タレント発掘・一貫指導育成事業

助成事業者名 公益財団法人日本テニス協会

事業名 トレセンシステム事業

事業実施期間
2019 31 日

（延べ 215 日間）

～年

事業の成果

　本事業を実施することにより、競技者育成の底辺となる若年層のジュニア選手からトップレベル
のジュニア選手まで、ブロックトレセン（富山・山梨・大阪・兵庫・島根・香川・徳島・愛媛・大
分・沖縄）、エリアトレセン（西日本）、ナショナルトレセンを通じて一貫した育成と強化を実施
することができた。また本年度より、都道府県から11歳以下の男女1名ずつと指導者1名を集めた
「Road to NTC」も3回に分けて実施し、ブロックトレセンの活性化を図ることができた。

事業に対する評価

　コロナウイルス感染拡大の影響により、年度末の事業がいくつか中止となってしまった。毎年度
の課題として、ブロックとエリアに関する派遣指導者の数を増やすことを課題として挙げている
が、本年度も新たな指導者の派遣は実施できたものの、引き続き一部の指導者に大きな負担を強い
る結果となってしまっている。来年度もブロックが増える見込みであるため、指導者の育成と確保
が継続的な課題となる。

事業計画及び実績

年度当初計画 実績

延べ参加者数 4,094 人 3,397 人

活動日数 235 日 215 日

各年代の代表選手輩出数 12 人 12 人

事
業
の
実
施
方
法

第三者への
委任（事務委任等）の有無

※第三者への委任（事務委任等）が「有」の場合、以下に記入するととも
に、委任先の収支決算書を提出すること

委任先の組織名称

委任の内容

実施した事業の内容

　事業は一年間を通じて開催。ブロックトレセンは富山・山梨・大阪・兵庫・島根・香川・徳島・
愛媛・大分・沖縄で、計40回実施した。エリアトレセンは西日本トレセンとして4回実施。ナショナ
ルトレセンは男女合わせて35回実施した。また本年度より、都道府県より選手と指導者を集めて行
う「Road to NTC」を3回実施することができた。

情
報
公
開

事業の実施
状況及び実
施結果並び
に助成金の
使途に関す
る情報の公
開

情報の公開方法
(複数選択可)

（　　　　　　　　　　）※具体的な公開手段を記載してください。

※上記いずれかの公開が必要です。

公表した内容
(複数選択可)

※上記いずれかの公表が必要です。

事業実施後に参加者等に対する
満足度調査を行ったか

実施方法

備考

行った 行わなかった

有 無

HPで公開

事務所等に備え、自由に閲覧できる環境を整備

広報誌・会報誌等で公開

情報開示請求があった場合に開示

事業の実施状況（助成金の交付を受けている旨を記載し、事業の進捗、途中経過を公開）

事業の実施結果（助成金の交付を受けた旨を記載し、事業の完了報告を公開）

助成金の使途に関する情報（助成金額（交付決定額）及び何に使用したのかを公開）

その他


